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【手続補正書】
【提出日】平成21年9月8日(2009.9.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
少なくとも１つの検出器６８に電気的に結合された少なくとも１つの単一指向性導電層８
０と、
前記少なくとも１つの単一指向性導電層８０に電気的に結合される複数の可撓性回路層７
７と、
を備え、
前記複数の可撓性回路層７７の各層が、前記少なくとも１つの検出器６８により生成され
たＸ線信号をデータ収集システム４２へ配向するＸ線イメージング・システム１０用の可
撓性検出器アレイ伝送回路１２。
【請求項２】
前記複数の可撓性回路層７７間に配置された少なくとも１つの絶縁層８６を更に備える請
求項１に記載の回路。
【請求項３】
前記少なくとも１つの単一指向性導電層８０及び前記少なくとも１つの検出器６８に電気
的に結合された複数の検出器結合パッド８１を更に備える請求項１に記載の回路。
【請求項４】
前記少なくとも１つの単一指向性導電層８０及び前記複数の可撓性回路層７７に電気的に
結合された複数の可撓性回路結合パッド８４を更に備える請求項１に記載の回路。
【請求項５】
前記少なくとも１つの単一指向性導電層８０及び前記第１の可撓性回路層７７に電気的に
結合された複数の可撓性回路結合パッド８４と、
前記複数の可撓性回路結合パッドと前記少なくとも１つの単一指向性導電層とを結合する
複数の電気バイアと、
を更に備え、
前記複数の可撓性回路層が、第１の可撓性回路層と、第２の可撓性回路層とを備えること
を特徴とする請求項１に記載の回路。
【請求項６】
前記少なくとも１つの検出器及び前記少なくとも１つの単一指向性導電層に電気的に結合
された少なくとも１つの導電性基板層７０を更に備える請求項１に記載の回路。
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【請求項７】
Ｘ線ビーム３２を発生する線源１８と、
前記Ｘ線ビーム３２を受信して投影データを生成する少なくとも１つの検出器６８と、
可撓性検出器アレイ伝送回路１２と、
を備えるＸ線イメージング・システム１０であって、
前記可撓性検出器アレイ伝送回路１２が、前記少なくとも１つの検出器６８に複数のパッ
ドを介して電気的に結合された少なくとも１つの単一指向性導電層８０と、前記少なくと
も１つの単一指向性導電層８０に電気的に結合された複数の可撓性回路層７７とを含み、
前記Ｘ線イメージング・システム１０が更に、
前記可撓性検出器アレイ伝送回路１２に電気的に結合された、前記少なくとも１つの検出
器６８から前記投影データを受信して前記投影データに応答して画像を再構成する画像再
構成装置４４と、
を備えるシステム。
【請求項８】
前記複数の可撓性回路層７７間に配置された少なくとも１つの絶縁層８６を更に備える請
求項７に記載のシステム。
【請求項９】
前記少なくとも１つの単一指向性導電層８０及び前記少なくとも１つの検出器６８に電気
的に結合された複数の検出器結合パッド８１を更に備える請求項７に記載のシステム。
【請求項１０】
前記少なくとも１つの検出器６８及び前記少なくとも１つの単一指向性導電層８０に電気
的に結合された少なくとも１つの導電性基板層７０を更に備える請求項７に記載のシステ
ム。
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